を 精 探す ると、 驚くべき 真相が 暴露した。 すなわち 強 

慾なる 彼女の 叔父 は、 彼女の 母親の 財産 を 横領せ むが 

ため、 窃かに 彼女の 母親 を 殺して、 地下室の 壁の 中に 

塗 籠め たもので、 次いで その 遺産の 相続 者た る 彼女 を 

不法 檻禁 して 発狂せ しめ、 法律上の 相続 不能者た らし 

めようと していた 確証が 発見され、 彼女の 正気なる 事 

が 判明した ので、 彼女 は 巨万の 富 を 相続す ると 同時に、 

青 ネクタイ 氏と 結婚す る 事に なった。 同時に 悪むべき 

彼女の 叔父 は 死刑の 宣告 を 受けて …… 。 

::: つてい うのよ。 ねえそう でしよう。 あのお 人形 

さん は、 妾に 本当の 事 を 教えに 来て くれた 天使だった 



まわ リ 

わなかった の …… だって 撃剣の 上手な お 巡査さん なん 

か 呼んで 来て 加勢 させ るんで す もの。 妾、 お 床の間の 

前に 追い詰められながら、 一 生 懸命に 刀 を 振り まわし 

て 闘って みたけ ど、 トゥトゥ 刀をタ タキ 落されち やつ 

たの。 おまけに 叔父さんの 死骸に 引つ かかって ドタン 

と 尻餅 を 突いた お蔭で 逃げ 損って、 そのお 巡査さん に 

押え付けられて しまった のよ。 デモ 面白かった わ。 ホ 

ホホ ホホホ …… 。 

それから 自動車で この 病院に 連れて来られ ると、 こ 

この 院長さん が 思いがけない 親切な 方で、 トテ モト テ 

モ 頭の いい 方だった のよ。 お i< 味い 冷水 を 何 杯 も 何 杯 



こんろん ちゃ 

崑器茶 



婦長さん …… 看護婦長さん。 チ ヨットお 願いが ある 

ん です。 ちょっと 来て 下さい。 大 至急のお 願いが …… - 

あのね …… 耳を貸して 下さい。 済みませんが …… 。 

…… 僕の 不眠症の 原因が わかつ たんです。 ここへ 入 

院 してから という もの、 どうしても 眠れなかった 原因 



僕 は 飛んでも ない 呪詛 にか かってい るので す。 イイ 

ェ。 虚構じゃありません。 卒業論文 なんかに 呪詛 われ 



て、 神経衰弱に かかつ たんじゃありません。 別に チヤ 

ン とした 原因が あるので す。 事実の 証拠が 眼の 前に 在 

るので す。 

僕 はね …… ビック リ しちやい けません よ。 僕 はね。 

すぐ 横の ベッドに 寝て いる 支那の 留学生ね。 アイツに 

呪祖 われて いるので すよ。 あいつに 呪祖 われて 殺され 

かけて いるので す。 ですから この 室に 居たら 到底 助か 

りつこな いのです。 

エツ …… どの 支那 人 かって …… 9 ホラ …… そ 

あなた うしろ 

こに 寝て いるじゃありません か。 貴女の 背後の 寝台に 

…… ェ ヅ …… そんな もの は 見えない つて …… ヮ 



貴女 は 眼が ドウ かしてい るん じ やないで すか。 …… ね。 

わかった でしよう。 あいつで すよ。 ツイ 今し がた 先生 

に 注射 をして もらった ばかり なんです。 ね、 グ ー グ— 

眠って いるでしょう。 

きょ-つ は く 

何です つて …… 9 あの 支那 人 を 僕の 脅迫 観 

念が 生んだ 妄想 だって 云 うんです か …… 9 そ… 

…そんな 事が ある もんです か。 チャンと した 事実 だか 

ら云 うんです。 ね。 御覧なさい。 死人の ように 頰ぺタ 

へこ くちびる 

を 凹まして、 白い 眼と 白い 唇 を 半分 開いて …… 黄色 

い 素焼み たいな 皮膚の 色 をして 眠って いるでしょう。 

僕 は あの 顔色 を 見て ャット 気が付い たのです。 この 



いる 奴 は ソン ナ 生やさし いもんじゃありません。 

崑器 茶と いって、 一 種 特別 の タン ニン を 含んだ お茶 か 

ら 精製した エキスみ たいな ものなん です。 ですから ト 

テモ 口先 や 筆の 先で は 形容の 出来ない、 天下 無敵の モ 

ノス ゴィ 魅力で もって、 タッタ 一度で 飲んだ 奴 を 中毒 

させて しま うんです。 トツ テモ 恐ろしい、 お茶の 中の 

お茶と いっても いい 位な、 お茶の 中の ナンパ —• ワン 

なんです。 

その 崑器 茶の エキスで 作った 白い 粉末で 「茶 精」 〔# 

「茶 精」 は 底本で は 「精 茶 匕 つてい う 奴 を あの 留学生 は、 

どこかに 隠して 持って いるので す。 どこに 隠して いる 



いな 気持に なって 来 るんで すよ。 …… 世界中の 人間が 

一人残らず 不眠症に かかって、 ゥンゥ ン藻搔 いている 

まんなか 

真中で、 自分 一 人が グ ー グ— 眠れたら ドンナに か 愉快 

だろう …… なんかと、 そんな 事ば つかり を、 了 $ に考 

やさき な 

え 詰めている 矢先に、 横の 方から 和 ごや かな 寝息が ス 

ヤス ャ聞 えて 来たりなん かしたら、 最早 トテモ たまら 

なくな るんで す。 神経が 一遍に 冴え返って しまって、 

煮えく り 返る ほど 腹が立って 来 るんで す。 聞くまい と 

しても その 寝息が 一 つ 一 つに スャ リス ャリと 耳の 奥に 

沁み 込んで 来る。 そのたん びに 腹立たし さが ジリ ジリ 

と 倍加して 行く。 しまいに は その 寝息の 一 つ 一 つが、 



ん なじ 気持に なり 切って いる。 神 凝り、 鬼 沈み、 星斗 

と 相 語り、 地形と 相 抱擁して 倦む ところ を 知らず。 一 

杯 をつ くして i 天子 を 迎え、 二 杯 を 啣んで 月 天子 を 顧 

みる。 気宇 凜 然として 山河 を凌銷 し、 万象 瑩 然とし 

て 清爽際 si を 知らず と 書物に は 書いて あります。 

けれども その 間 は、 お茶の 味 をよ くす るた めに 食物 

を摂 りません。 ただ 梅の実の 塩漬と、 砂糖 漬とを 一 粒 

宛、 日に 三度 だけ 喰べ るので すから、 富豪た ちの 肉体 

が 見る見る 衰弱して 行く の は 云う 迄 もない 事です。 安 

楽 椅子に 伸びち やった まま、 黄色い 死灰の ような 色沢 

になって、 眼ば かり キラ キラ 光らして いる 光景 は、 ちょ 



ユック リ した 速度で、 故郷へ 連れて 帰る のです。 つま 

リ 日中 を 避けて、 朝の 間と 夕方 だけ 馬 を 歩かせる ので、 

あんまり 速く 馬 を 歩かせたり、 モウ 夏に なり かけて い 

る 日光に 当てたり 何 かする と、 眼 を まわして へタ バル 

奴が 出来 かねない からだそう です。 

ところで、 コンナ 風に して ャット の 思いで、 七八箇 

月ぶ りに 故郷に 帰り 着いても、 まだ 半死の 重病 人み た 

いに なって いる 奴が 居る そうです が、 しかし どっちに 

しても この 崑 Si 茶の 味 を 占めた 奴 は モウ 助からな いそ 

うです。 完全な お茶の 中毒 患者に なって いるんで すか 

ら、 来年の 正月 過ぎに なると、 今一度 飲みに 行きた く 



ところが ここに 一 つ 困った 問題が 残って いるので す。 

それ は その 身代 を耗 つてし まった、 中毒 患者の 崑器仙 

士 君です。 むろん 又と 崑崙茶 を 飲みに 行く 資力なん か 

はらわた 

無い のです が、 しかし その 味 だけ は トコ トンまで 腹 

に 沁み 込んで いて トテ モト テモ 諦められない。 そこで 

しんこ き しず 

仕方なし に、 せめて ァノ神 凝り、 鬼 沈んだ スバ ラシィ 

高踏的な 気分 だけで も 味わいた いもの だとい うので、 

ふるなじみ 

古 馴染の 茶店から 「茶 精」 という もの を 買って 飲 むん 

です。 これ は 今お 話した 富豪 連が、 崑 Si 山の 麓で 使い 

棄 てた 緑茶の 出し殻から 精製した 白い 粉末で、 相当 高 

価な もの だそう です が、 それでも 我慢して、 普通のお 



注射 を 受けなければ 絶対に 眠れない ようにな つたの は 

彼奴の せいに 相違 無いです。 

…… ね。 婦長さん。 ですから 済みませんが 僕の 室 を 

換えて 下さい。 イエ イエ。 口実 じ や 無い 〔# 「無い」 は 

底本で は 「無ない」 と 誤記〕 のです。 僕 は ソン ナ 恐ろし 

いお 茶の 中毒 患者に なって、 青春 を 萎まして しまいた 

くないの です。 どうぞ どうぞ 後生です から …… サ …… 

早く …… そいつが 眼を醒 まさない うちに …… 。 

ナ …… 何です つて …… 。 支那の 魔法です つて …… ？ 



へ ェ …… 貴女が ぉ祖 ハル 様から お習いに なった 支那の 



魔法の 中に、 飛 去来 術と いうの が ある。 へェ。 それ は 

ドンナ 魔法です か。 

ィ イエ。 初めて 聞い たんです。 全く 知らな いんです _ 

飛 去来 術なん て …… へェ。 その 魔法 を 応用したら、 僕 

はんもん 

の 煩悶なん か 他愛なく 解決され てし まう。 ホン トウで 

すか …… へ ェ。 コンナ 密室でし か 行えない から 都合が 

いい。 へェ。 貴女なら 噓は仰 言らない でしよう。 教え 

て 下さい。 ャッテ 見て 下さい。 その 飛 去来 術って いう 

の を …… どうす るので すか。 

眼 を 閉じて いる …… いいです。 閉じて います。 …… 

そうして 一 から 十まで 数える …… 支那の 数え 方で …… 



かしい な …… この間から 僕 は あの 支那 人の ことば かり 

気にして いたんだ が …… 変です ねえ。 どうし たんです 

か 婦長さん …… 。 

…… オヤ ッ …… 婦長さん も 居ない。 

いつの 間に 出て 行つ たんだろう。 寝台の 下に も …… 

おか ひと リ ごと 

居ない。 ィ ョィョ 可笑しい。 俺はサ ツキから 独 言 を 

云って いたの か 知らん。 チヨ ッ とこの 薬 を 嘗めて …… 

みょう。 

しょ 

…… 苦く も 何とも あり や あしない。 塩っぱい 味が す 

る …… 重曹の 味 だけ だ。 ォカシ イナ …… ォ カシィ …… _ 

…… アツ ハツ ハツ ハツ ハツ。 やっと 解った。 
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